
2022 年１月 30 日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌１１０「イエスの十字架」（１，２節） 
①イェスの十字架の もとはやすし 砂漠の中なる わが いこいば  

はげしき ひざしと その熱より かくまいて まもる わが盾なり 
 

②イェスの十字架の 上にあおぐ みがわりと なりし 神の み子を  
こころは うたれて 言葉もなく その愛のゆえに ただ ひれふす 

 
 
 

■「大いなる方に」（1 回） 
大いなる方に 感謝ささげます 御子キリストの 愛のゆえに  

 聖なる方に 感謝ささげます  御子キリストの 愛のゆえに  
 今 弱い者よ 叫べ 勇士だと 勝利の主が ともにおられる  
 今 貧しい者よ 叫べ富んでいると 恵みの主が ともにおられる  
 感謝します 
 
 
 

１
月
30
日 

聖
日
礼
拝 

前 
 

奏 
招 

 

詞 

ホ
セ
ア
書
10
章
12
節 

 

「
あ
な
た
が
た
は
正
義
の
種
を
蒔
き
、
誠
実
の

実
を
刈
り
入
れ
、
耕
地
を
開
拓
せ
よ
。
今
が

主
を
求
め
る
時
だ
。」
ア
ổ
メ
ン 

 

会
衆
賛
美 
聖
歌
１
１
０
(
１
,
２
節
) 

 

会
衆
賛
美 
大
い
な
る
方
に
(
１
回
) 

 

主
の
祈
り 

 

交 
 

読 

詩
篇
１
３
１
篇
１
Ộ
３
節 

 

礼
拝
祈
祷 

 

使
徒
信
条 

 

聖
書
朗
読 

エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙 

３
章
14
Ộ
21
節 

説 
 

教 

人
知
を
は
る
か
に
超
え
た
愛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
中
英
牧
師 

 

会
衆
賛
美 

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
賛
美
歌
３
６
２ 

(
１
,
２
,
４
節
) 

 

献 
 

金 
 

 

頌 
 

栄 

聖
歌
３
７
６ 

 

祝 
 

祷 
 

 

報
告 

 

後 
 

奏 

感
謝
祈
祷 



■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
■交読 詩篇１３１篇１節～３節 
１ 主よ私の心はおごらず 

私の目は高ぶりません。 
及びもつかない大きなことや奇しいことに 
私は足を踏み入れません。 

２ まことに私は 
私のたましいを和らげ 静めました。 
乳離れした子が 
母親とともにいるように 
乳離れした子のように 
私のたましいは私とともにあります。 
 

３ イスラエルよ 
今よりとこしえまで主を待ち望め。 
 
 

■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 



■聖書朗読 エペソ人への手紙 ３章１４～２１節 
14 こういうわけで、私は膝をかがめて、 
15 天と地にあるすべての家族の、「家族」という呼び名の元である御父の

前に祈ります。 
16 どうか御父が、その栄光の豊かさにしたがって、内なる人に働く御霊

により、力をもってあなたがたを強めてくださいますように。 
17 信仰によって、あなたがたの心のうちにキリストを住まわせてくださ

いますように。そして、愛に根ざし、愛に基礎を置いているあなたが
たが、 

18 すべての聖徒たちとともに、その広さ、⾧さ、高さ、深さがどれほど
であるかを理解する力を持つようになり、 

19 人知をはるかに超えたキリストの愛を知ることができますように。そ
のようにして、神の満ちあふれる豊かさにまで、あなたがたが満たさ
れますように。 

20 どうか、私たちのうちに働く御力によって、私たちが願うところ、思
うところのすべてをはるかに超えて行うことのできる方に、 

21 教会において、またキリスト・イエスにあって、栄光が、世々限りな
く、とこしえまでもありますように。アーメン。 

 
 
■インマヌエル讃美歌３６２「罪のふちに落ち入りて」 
（曲は聖歌５８４「罪にしずむなが友に」と同じ） 
①罪のふちに落ち入りて しずみゆく人々に 
 救いのふねこぎ寄せよ 雨の日も風の夜も 
  
※ひとりだにも滅ぶるは みむねならじ助けよ 
 
②そむき去りし子をしのび 夜もいねぬ母のごと 
 父の神は待ちたもう ただ悔いてかえれよと 
 
④なさけ知らぬ罪人の 心にも宿るなり 
 母のおもわ神の愛 ここにこそ救いあれ 
  
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父 御子 みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄え
み さ か え

あれ 御栄え
み さ か え

あれ アーメン 



 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


